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『協働のまちづくり』

皆さん…地域を知ることから始めてみませんか !

今回は笠岡市市民活動支援センターが作成 した『古地図と巡る “笠岡今はむか し物語 "』

をご紹介 しながら、私たちの住んでいる町の姿を捉えてみま した。

案外 !知 っていそうで知らないところもあった り…この地図を片手に思い思いのコース

で出発、町を歩きながら、行き交う人との何気ないあいさつや会話が始まつた りして「地

域の絆」に結びつくと良いですね !

それでは古地図をご紹介します。大きさはA2版 (縦 :42セ ンチ、横 :59セ ンチ)で、

□北界限と□南界隈がそれぞれカラーで両面に印刷されています。下の写真では少し分かり

にくいかと思いますが、□北界隈は遍照寺の多宝塔を中心とした区域を紹介しており、明治

6年頃の小田郡小董区笠岡屯[(し ょぅいっく。かさおかむら)絵図、そして昭和4年頃の小田郡笠岡

町の古地図など貴重な資料も載つています。         ～裏面に続く～

★まちづくり協議会のうどき

各部会や地区運営委員会において、第 1回 目の会合が始まつています。まだまだ手

探り状態ですが、地域の課題解決に向かつて一歩ずつ進めてまいります。

『まちづくり協議会事務所』 笠岡市笠岡2627番地 電話 :63-5949
『 開 館 日 』 月 日水 田金曜日の 年後2時～5時まで
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続いて、□南界隈を見てみましょう。ここは笠岡港を中心とした区域を紹介しておりま

すが、随所に“笠岡の歴史が"残 っており、地域の再発見にもつながるのではと思います。

ぜひ―膚Ⅲこの地回を片手に『ぶら～bl鯨策』をしてみてlきいれl殉1でしかうれl「

☆地図は市民活動支援センターにて 1部 100円で販売しておりますが、「まちづくり事務
所」にもありますのでお立ち寄りください。

～ご案内～

市民活動支援センター主催の「ぶら～BI番烹策 (ガイド付き)』 に参加してみませんか。

第 1回 目を5月 24日 に実施しましたが、次回は秋頃を予定しておりますので、決まり
次第お知らせします。 参加費等の詳しいお問い合わせは、電話63-4682ま で

圏
≪海抜と標高の違いは?≫

高さを表すのに海抜と標高があり、

海抜は海面をOmと した高さです。

また標高は海面をOmと して測量し

た水準点をもとに出される高さとなつ

ており、結果的にはほぼ同じもので、

低い土地に海抜が使われることが多い

ようです。
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☆′ノ〕きな発見 ゴ

笠岡小学校の貫関

講堂前にある石柱で

す。選難の時の参考

になりませんか?

◆事務局から

古地図は、広報第 3号を印刷するため支援センターを訪ねたこ

とがきっかけです。コーディネーターの森光さんと会話中、ふと

目に留まり、まさに笠岡地区の「まちづくり活動の手引き」にな

ると思い、今回ご紹介しました。皆様からのご意見や情報をお寄

せください。                《会長》


